
 
 
 
 

　「のめっこい」関係づくり 

 

　 
◆　「のめっこい」は、西多摩地域の方言で 

す。この言葉の意味を解さない人が増えて 

いるようです。 

 

◆　「のめっこい」には、大きく二つの意味 

　があります。一つは、手触りが「つるつる、 

　すべすべ」していること。もう一つは、人 

間関係において「気さくである」「親しみや 

すい」「仲が良い」ことを指します。 

 

◆　私は、後者の意味でこの言葉をよく使い 

　ます。「のめっこい」関係づくりに欠かせない要素は様々でしょう。とりわけ、私が

大切だと思うのは、次の四つです。 

　　一つは、挨拶を含めた声掛けです。本市の小・中学校が行っている「挨拶プラス一

言」は大変有効であると思います。 

　　二つは、表情です。笑み一つで、相手との距離は縮まります。私たちは鏡なしに、
え

自らの表情を確認できません。よって、穏やかな表情を心掛けたいものです。 

　三つは、ユーモアです。ちょっとしたユーモアが、相手の心を和ませ、コミュニケ

ーションの潤滑油となります。 

　四つは、雑談です。何気ない会話は、「この人には気軽に話せる」という安心感を

生み、望ましい人間関係の構築や仕事の成果に及ぶこともあります。雑談を単なる時

間の浪費と捉えず、「のめっこい」関係づくりに生かしたいものです。 
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言葉や行いに、その人の生き方・考え方が出る 

 

 

 

 
 

（訳）徳を身に付けた立派な人物は、必ずよい考えに基づいた言葉を話す。しかし立派な言葉を 
　　　話す人が全て徳を備えた人物とは限らない。仁者は必ず勇気があるが、勇者には必ずしも 

じんしゃ

　　　仁が備わっているとは限らない。 
出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

　徳有る者は 必 ず言有り。言有る者は 必 ずしも徳有らず。 
とく あ もの かなら げん あ げん あ もの かなら とく あ

　仁者は 必 ず勇有り。勇者は 必 ずしも仁有らず。 
じんしゃ かなら ゆう あ ゆうしゃ かなら じん あ


